
【岐阜女子大学】メタデータ記述用紙 

 
メタデータ項目 メタデータ記述欄 

１ ID  

２ 表題名 沖縄の玩具 

３ 資料名 琉球張子（りゅうきゅうはりこ） 

４ 内容分類 伝統文化、郷土・歴史 

５ 索引語 琉球張子、沖縄、郷土玩具、玩具、ユッカヌヒー、縁起物 

６ 説明 

琉球張子とは沖縄で昔からつくられていた郷土玩具である。張子とは木や粘

土等でつくった型に紙などを張り重ねて形作る技法をさし、完成したものは

中空構造のため見た目より軽い。 

琉球張子は、戦前には、沖縄の年中行事であるユッカヌヒー（四日の日）の前

後に開催されていた、年に一度の玩具市（イーリムン）で土人形や木製玩具と

一緒によく売られていた。ユッカヌヒーとは旧暦 5月 4日をさし、実際には 5

月 1～5日までの 5日間、子どものための行事が続く。1～3日は玩具市、4日

はハーリー(爬龍船)、5日はアマガシ（飴粕）という菓子をいただく。 

伝統的な張子としては「ウッチャリクブサー（起き上がりこぶし）」、「チンチ

ンウマグヮー（騎馬人形）」、「ウメントゥー（紙びな）」、「マーイ（まり）」な

どの種類があり、親が子どもの健やかな成長や出世を願い買った縁起物とい

われている。 

７ 形式 静止画(jpg) 

８ 氏名 撮影者：＊＊＊＊＊＊ 

９ 時代・年 2022/06/17 

１０ 地域・場所 岐阜女子大学沖縄サテライト校 

１１ 利用条件 表示 4.0 国際(CC BY 4.0) 

１２ 関連資料  

１３ 権利者 岐阜女子大学 

１４ 協力者 なし 

１５ 登録日 2022/06/17 

１６ 登録者 ＊＊＊＊＊＊ 

１７ ファクトデータ circd083l-0003.jpg 



１８ サムネイル 

 

１９ 公開の可否 公開可 

２０ ＊特色 

【琉球張子の歴史】 

張子は中国が発祥といわれ、世界に広まり、各地域の民芸品等として扱われて

いる。琉球張子は沖縄の伝統工芸として 17世紀ごろから製造が始まったとさ

れている。 

琉球王国時代から作られていた琉球張子だが、大正中期頃からヤマトイーリ

ムン(大和玩具)とよばれる本土製のブリキ製やゼンマイ仕掛けの玩具などが

売られるようになり、徐々に琉球張子を代表とする伝統的な沖縄の郷土玩具

は玩具市で売られなくなり、沖縄戦によりその玩具市も途絶えてしまった。戦

後は物資も乏しく玩具市も再興されなかったため、琉球張子は希少な工芸的

郷土玩具となり、現在では伝統を受け継ぐ作家も減少している。現存する昔の

作品は高額で取引されている。 

２１ ＊活用支援 

【学校教育】 

沖縄の伝統工芸や民芸品の資料として用いることができる。小学校教育にお

いては、低学年では生活科、それ以外の学年では社会科の科目に関わる実物資

料となる。 

【ウッチャリクブサー（起き上がりこぶし）の簡単な作り方】 

材料：新聞紙や反故紙（障子紙・半紙などの和紙でもよい）、木型や粘土型、

ラップ、カッターナイフ、霧吹き、でんぷん糊（のり）、紙粘土、竹串や

小さめの刷毛（はけ）、絵の具（準備できるのであればアクリル絵の具）、

絵筆 

―  あらかじめ紙粘土や木等で作りたい型を作っておく。 

①デンプンのりを少しとろみが残る程度に水で薄める。 

②木型や粘土型などにラップを巻く。※乾燥後、型から外しやすくなる。 

③新聞紙や書道の反故紙（ほごがみ）などを複数枚重ねて貼り乾燥させる。 



※1層目は、水の入った霧吹きでまんべんなく濡らした新聞紙を、型の全体

が隠れるように貼り付ける。2層目以降は①で丁寧に貼りつける。 

※新聞紙や障子紙の場合は 5層くらい、半紙の場合は 10層くらいを目安に

貼る。 

④貼り終えたら、風通しのよいところで 1日ほど乾燥させる。 

※乾燥の際にドライヤーや除湿機を使用してもよい。 

⑤乾燥したら、カッターナイフなどで切れ目を入れて、形にもよるが２つ割に

し、型崩れしないように丁寧に型から剥がす。 

⑥倒しても起き上がるように重石として底面に紙粘土をくっつける。 

⑦カッターナイフで切った断面に竹串や刷毛を使ってでんぷん糊を塗り、張

り合わせる。 

⑧つなぎ目が隠れるよう、和紙を①で貼りつけ、しっかりと乾燥させる。 

⑨乾燥したら、表面に水で溶かした紙粘土を塗る。 

※本来の張子では貝殻からつくられた胡粉（ごふん）と膠（にかわ）を混ぜ

た地塗り材を塗る。 

⑩紙粘土が乾いたら、絵の具で色を塗り、乾いたら完成。 

２２ ＊利用分野 学校教育、生涯学習 

２３ ＊改善結果  

２４ ＊処理プロセス  

２５ 機関外リンク情報  

２６ 目標  

２７ 紹介  
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